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一
　
沼
村

面
白
か
り
し
は
、
房
州
に
於
け
る
一
夏
。
指
を
屈
す
れ
ば
、
凡
そ
二
た
昔
と
な
り
ぬ
。
一
行
の
盟
主
と
も
い
ふ

べ
き
佐
々
木
高
美
氏
は
、
既
に
世
に
在
ら
ず
。
同
行
者
の
中
、
今
は
海
軍
將
校
と
な
れ
る
も
あ
り
、
工
學
士
と

な
れ
る
も
あ
り
、
理
學
士
と
な
れ
る
も
あ
り
、
中
學
教
員
と
な
れ
る
も
あ
り
。
當
時
は
い
づ
れ
も
血
氣
盛
り
の

青
年
な
り
き
。

　
館
山
の
町
つ
ゞ
き
な
る
沼
村
に
、
二
階
が
一
間
、
下
が
二
間
な
る
家
を
借
り
、
飯
だ
け
は
、
家
主
に
た
い
て

も
ら
ひ
、
餘
は
一
切
、
各
自
交
代
し
て
之
を
辨
じ
ぬ
。
同
じ
く
寓
す
る
も
の
、
少
な
き
時
は
三
四
人
と
な
り
、

多
き
時
は
十
人
に
も
及
べ
り
。
そ
の
多
く
な
り
た
る
時
は
、
枕
足
ら
ず
。
ト
ラ
ン
プ
の
勝
負
に
よ
り
て
、
枕
の

有
無
を
定
め
し
こ
と
も
あ
り
。
日
暮
れ
ぬ
さ
き
よ
り
、
早
く
枕
を
懷
ろ
に
せ
る
も
あ
り
。
時
に
腕
力
に
訴
へ
て
、

枕
の
奪
ひ
あ
ひ
を
せ
し
こ
と
も
あ
り
き
。

　
毎
日
、
海
水
に
泳
ぐ
の
み
に
て
は
足
れ
り
と
せ
ず
。
舟
を
う
け
て
、
沖
ノ
島
や
、
高
ノ
島
に
遊
び
、
汐
入
川

に
網
う
ち
、
小
川
を
か
へ
ぼ
し
し
た
り
、
す
く
ひ
た
り
し
て
、
小
魚
を
漁
る
。
日
が
へ
り
の
遠
足
は
度
々
し
た

り
し
が
、
二
三
日
か
け
て
旅
せ
し
こ
と
も
あ
り
。
雨
ふ
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
に
日
を
く
ら
す
。
な
ほ
あ
か
ず
し
て
、

海
に
盥
舟
ま
で
う
け
て
遊
ぶ
。
か
く
て
、
ひ
と
夏
は
、
夢
の
う
ち
に
過
ぎ
ぬ
。
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二
　
鏡
ヶ
浦

宮
は
安
房
神
社
、
官
幣
大
社
に
し
て
、
天
太
玉
命
を
祀
る
。
寺
は
那
古
の
觀
音
、
船
形
觀
音
。
本
織
村
の
延
命

寺
に
は
、
里
見
氏
累
代
の
墓
あ
り
。
白
濱
の
杖
珠
院
に
も
、
里
見
氏
の
墓
あ
り
。
鹽
見
村
の
龍
伏
の
松
、
千
年

の
老
幹
偃
蹇
し
て
、
ひ
ろ
さ
百
坪
に
及
ぶ
。
元
名
の
覇
王
樹
、
高
さ
一
丈
に
あ
ま
る
。
い
づ
れ
も
稀
代
の
珍
也
。

　
洲
ノ
崎
を
左
に
し
、
大
武
岬
を
右
に
せ
る
一
大
灣
を
館
山
灣
と
稱
し
、
又
鏡
ヶ
浦
と
稱
す
。
浪
は
お
だ
や
か

な
り
。
遠
淺
に
し
て
水
清
く
、
最
も
海
水
浴
に
適
す
。
八
幡
の
濱
邊
に
は
、
松
林
つ
ゞ
き
て
、
逍
遙
す
る
に
快

し
。
こ
の
一
帶
の
濱
邊
よ
り
海
を
へ
だ
て
て
富
士
山
を
望
む
の
景
色
は
、
わ
れ
幾
た
び
見
て
も
、
飽
く
こ
と
を

知
ら
ざ
り
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
清
澄
山

同
寓
者
四
人
の
み
の
時
に
、
瀬
戸
氏
に
留
守
番
を
頼
み
て
、
藤
井
、
生
駒
二
氏
と
共
に
、
房
州
を
一
周
せ
し
こ

と
あ
り
。
朝
、
沼
村
の
宿
を
出
で
、
神
餘
、
瀧
口
を
經
て
、
白
濱
に
到
る
。
大
盤
石
の
ひ
ろ
が
り
て
、
海
に
つ

き
出
で
た
る
處
を
野
島
崎
と
稱
す
。
燈
臺
あ
り
。
浪
あ
ら
く
し
て
、
景
致
雄
壯
也
。
杖
珠
院
に
、
里
見
氏
の
祖
、

義
實
の
墓
を
弔
ひ
、
七
浦
を
過
ぎ
て
、
白
須
賀
の
濱
邊
に
來
り
し
頃
は
、
既
に
夜
も
ふ
け
た
り
。
こ
の
行
、
露

宿
す
る
つ
も
り
な
り
し
か
ば
、
蚊
の
防
禦
に
と
て
、
蚊
帳
を
携
へ
た
る
が
、
こ
の
濱
邊
を
そ
れ
と
定
め
て
、
砂
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上
に
寢
こ
ろ
ぶ
。
萬
里
の
波
上
、
た
ゞ
一
痕
の
明
月
を
見
る
。
蚊
は
、
一
匹
も
居
ら
ず
。
天
涯
よ
り
吹
き
來
る

風
、
凉
し
さ
の
度
を
越
し
て
冷
や
か
な
る
に
、
蚊
帳
を
布
團
に
か
へ
て
、
す
や
〳
〵
眠
り
ぬ
。
顏
の
か
ゆ
く
、

ま
た
痛
き
に
、
目
を
さ
ま
せ
ば
、
蟹
の
横
行
せ
る
也
。
蟹
に
さ
め
し
は
、
我
れ
の
み
な
ら
ず
、
他
の
二
氏
も
同

樣
也
。
一
た
び
覺
め
て
は
、
ま
た
と
は
眠
ら
れ
ず
、
冷
氣
身
に
し
む
。
時
計
を
見
れ
ば
、
ま
だ
午
前
三
時
す
ぎ

な
れ
ど
も
、
む
し
ろ
歩
き
て
暖
を
取
ら
む
と
發
足
し
ぬ
。

　
海
岸
を
つ
た
ひ
〳
〵
て
、
小
湊
に
い
た
る
。
こ
ゝ
は
、
安
房
の
最
東
端
也
。
巨
刹
あ
り
、
誕
生
寺
と
い
ふ
。

寺
の
名
の
示
す
が
如
く
、
日
蓮
の
誕
生
し
た
る
處
也
。
寺
は
、
山
を
負
ひ
、
山
門
怒
濤
に
俯
す
。
景
勝
雄
拔
、

日
蓮
の
英
風
と
呼
應
し
て
、
山
川
に
靈
あ
る
を
覺
え
ぬ
。

　
天
津
ま
で
戻
り
、
左
折
し
て
清
澄
山
に
上
る
。
天
津
よ
り
凡
そ
一
里
、
頂
上
に
清
澄
寺
あ
り
。
老
樹
し
げ
る
。

こ
ゝ
は
、
日
蓮
の
少
時
修
業
せ
し
處
也
。
旅
店
も
あ
り
。
一
泊
す
。
『
明
日
の
行
先
』
は
『
保
田
』
、
『
昨
夜

の
と
ま
り
』
は
、
ま
さ
か
野
宿
と
も
記
し
か
ね
て
、
よ
い
加
減
に
、
地
名
と
旅
店
の
名
と
を
か
き
た
る
は
、
わ

れ
ま
だ
年
若
か
り
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
鋸
山

あ
く
る
朝
、
寺
を
過
ぎ
て
、
上
る
こ
と
七
八
町
、
最
高
峯
の
頂
に
至
り
し
が
、
生
憎
雨
に
て
、
眺
望
を
縱
ま
ゝ

に
す
る
を
得
ざ
り
き
。
清
澄
山
よ
り
天
津
を
經
て
保
田
に
至
る
の
路
、
凡
そ
十
里
、
安
房
の
最
北
端
に
一
貫
し
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て
、
一
方
は
、
東
海
岸
に
達
し
、
一
方
は
西
海
岸
に
達
す
。
安
房
、
上
總
の
境
を
な
せ
る
鋸
、
清
澄
一
帶
の
連

山
の
麓
を
通
る
こ
と
な
れ
ば
、
路
は
平
ら
也
。

　
日
暮
る
ゝ
頃
、
保
田
に
達
し
ぬ
。
一
昨
夜
は
野
宿
し
、
昨
夜
は
人
並
に
宿
に
と
ま
り
た
れ
ば
、
今
夜
は
一
風

か
へ
て
山
上
の
寺
に
や
ど
か
ら
む
と
て
、
路
傍
の
茅
店
に
晩
食
し
、
提
燈
か
り
て
、
夜
鋸
山
を
攀
づ
。
寺
の
あ

り
か
が
分
り
か
ね
て
、
あ
ち
こ
ち
騷
ぎ
ま
は
る
程
に
、
い
が
栗
頭
の
坊
主
の
來
た
る
に
逢
ふ
。
『
こ
の
夜
ふ
か

き
に
人
聲
は
何
事
ぞ
と
怪
し
み
て
出
で
來
れ
る
な
り
』
と
い
ふ
。
宿
か
ら
む
こ
と
を
乞
へ
ば
、
わ
れ
ら
の
服
裝

を
諦
視
す
る
こ
と
、
や
ゝ
し
ば
し
、
『
着
る
に
布
團
な
く
、
食
ふ
に
物
な
き
を
承
知
な
ら
ば
、
や
ど
ら
れ
よ
』

と
て
、
わ
れ
ら
を
一
室
に
導
き
ぬ
。
ふ
す
ま
を
見
れ
ば
、
梁
川
星
巖
の
詩
が
書
か
れ
た
り
。
そ
の
詩
に
曰
く
、

　
　
流
丹
萬
丈
削
芙
蓉
。
寺
在
磅
※
第
幾
重
。
卷
地
黒
風
來
海
角
。
有
時
微
雨
變
山
容
。

　
　
三
千
世
界
歸
孤
掌
。
五
百
仙
人
共
一
峯
。
怪
得
殘
雲
挾
腥
氣
。
老
僧
夜
降
石
潭
龍
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
富
山

朝
、
起
き
出
で
て
、
寺
の
庭
よ
り
眺
む
る
に
、
東
京
灣
を
見
下
し
、
更
に
外
洋
に
及
ぶ
。
洲
ノ
崎
も
見
え
、
大

武
岬
も
見
ゆ
。
烟
を
吐
く
大
島
も
見
ゆ
。
庭
に
石
あ
り
、
龜
に
似
た
り
。
龜
石
と
名
づ
く
。
か
れ
こ
れ
す
る
程

に
、
六
時
に
な
り
け
れ
ば
、
寺
を
辭
し
、
五
百
の
石
羅
漢
を
顧
み
つ
ゝ
、
上
り
て
十
州
眺
望
臺
に
い
た
る
。
昨

日
の
朝
の
雨
に
ひ
き
か
へ
て
、
今
日
は
晴
天
也
。
脚
下
に
關
八
州
を
見
わ
た
し
て
、
快
甚
だ
し
。
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下
り
て
、
天
然
の
石
を
そ
の
ま
ゝ
に
刻
み
た
る
大
佛
を
見
上
げ
、
な
ほ
下
り
て
海
岸
に
出
で
て
、
猫
石
を
見

る
。
前
夜
の
茅
店
に
至
り
て
提
燈
を
か
へ
し
、
午
食
す
。
生
駒
氏
は
、
昨
夜
、
山
路
に
よ
わ
り
、
『
下
ら
む
』

と
云
ひ
し
が
、
さ
ま
／
″
＼
に
勵
ま
し
て
、
漸
く
寺
ま
で
つ
れ
ゆ
き
た
り
。
今
日
は
、
歩
く
が
い
や
な
り
と
て
、

保
田
よ
り
汽
船
に
乘
ら
む
と
せ
し
が
、
二
番
船
出
で
ず
と
い
ふ
に
、
已
む
を
得
ず
、
わ
れ
ら
と
共
に
歩
き
ぬ
。

吉
濱
、
勝
山






を
經
て
、
檢
儀
谷
原
と
い
ふ
處
に
い
た
り
て
、
終
に
袂
を
分
つ
。
生
駒
氏
は
、
直
ち
に
沼
村
に
か

へ
ら
む
と
す
る
也
。
わ
れ
ら
二
人
は
、
迂
路
し
て
、
富
山
を
攀
ぢ
む
と
す
る
也
。

　
富
山
、
犬
掛
、
瀧
田
、
白
濱
、
神
餘
、
洲
ノ
崎
の
名
前
は
、
八
犬
傳
に
よ
り
て
、
夙
に
我
耳
に
熟
せ
り
。
わ

れ
想
像
す
ら
く
、
富
山
は
、
八
犬
傳
に
し
る
し
ゝ
が
如
く
な
ら
ず
と
も
、
孤
立
せ
ず
し
て
、
峯
巒
か
さ
な
る
べ

し
、
樹
木
が
繁
か
る
べ
し
、
大
な
ら
ず
と
も
、
谷
川
は
あ
る
べ
し
と
。
現
に
見
て
そ
の
意
外
な
る
に
驚
き
ぬ
。

わ
れ
二
部
村
よ
り
富
山
に
上
り
て
合
戸
村
に
下
り
ぬ
。
上
下
、
あ
は
せ
て
、
一
里
に
過
ぎ
ず
。
孤
立
せ
る
山
也
、

樹
木
な
き
山
也
。
谷
川
ら
し
き
も
の
は
、
一
つ
も
な
き
山
也
。
頂
上
、
二
つ
に
わ
か
れ
、
一
は
高
く
、
一
は
低

し
。
高
き
を
金
比
羅
山
と
い
ふ
。
測
量
の
三
角
點
あ
り
。
四
方
の
眺
望
開
け
た
り
。
安
房
一
國
を
脚
下
に
見
下

す
。
東
西
南
の
三
方
は
、
遠
く
海
を
望
む
。
北
に
當
り
て
、
伊
豫
ヶ
嶽
、
山
骨
を
露
は
し
て
、
大
鵬
の
將
に
飛

ば
む
と
す
る
が
如
し
。
低
き
を
觀
音
山
と
い
ふ
。
觀
音
堂
あ
り
。
全
山
の
中
た
ゞ
こ
ゝ
の
み
に
、
少
し
ば
か
り

木
立
あ
り
、
井
戸
さ
へ
あ
り
て
、
人
住
め
り
。
こ
の
山
、
高
さ
わ
づ
か
に
千
餘
尺
な
る
も
、
房
總
の
間
に
て
は
、

高
山
の
う
ち
也
。
館
山
灣
よ
り
北
に
あ
た
り
て
、
眼
に
見
ゆ
る
群
山
の
中
に
て
、
最
も
高
く
、
頂
上
の
と
が
り

て
見
ゆ
る
は
、
即
ち
、
こ
の
富
山
な
り
。
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犬
掛
、
瀧
田
、
北
條
、
館
山
を
經
て
、
沼
村
の
宿
に
か
へ
り
し
は
、
夜
の
十
一
時
な
り
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
人
力
車
と
の
競
爭

余
等
は
、
今
房
州
を
去
ら
む
と
す
る
也
。

　
瀬
戸
、
生
駒
二
氏
は
、
汽
船
に
て
、
直
ち
に
東
京
に
か
へ
ら
む
と
す
。
他
の
八
人
は
、
木
更
津
ま
で
陸
行
し
、

鋸
山
に
一
泊
し
、
鹿
野
山
に
も
、
亦
一
泊
せ
む
と
す
る
也
。
そ
の
八
人
の
中
に
て
も
、
車
に
の
る
も
の
二
人
、

盟
主
の
佐
々
木
高
美
氏
と
中
村
久
弘
氏
と
也
。
あ
と
の
六
人
は
徒
歩
す
。
徒
歩
す
る
も
の
も
、
亦
二
組
に
わ
か

る
。
佐
々
木
高
志
氏
、
伊
藤
正
弘
氏
、
千
頭
直
雄
氏
、
中
村
岩
馬
氏
は
、
先
づ
發
す
。
藤
井
久
萬
三
氏
と
余
と

は
、
人
力
車
と
同
時
に
發
す
。
余
等
二
人
は
、
ひ
そ
か
に
脚
力
の
強
き
を
恃
め
る
也
。

　
午
前
六
時
半
、
四
人
の
徒
歩
組
は
先
づ
發
し
ぬ
。
九
時
に
至
り
て
、
人
力
、
徒
歩
の
混
成
隊
も
發
し
ぬ
。
二

人
の
汽
船
組
は
、
や
が
て
後
よ
り
發
す
る
也
。

　
路
を
那
古
に
取
り
、
木
根
峠
を
越
え
、
勝
山
、
保
田
を
經
て
、
鋸
山
に
上
ら
む
と
す
。
わ
れ
ら
二
人
、
時
に

は
人
車
に
先
ん
じ
、
時
に
は
お
く
る
。
菅
笠
を
戴
き
、
絲
楯
を
負
ふ
。
學
生
と
は
見
え
ぬ
風
體
也
。
車
夫
、
佐

々
木
氏
に
さ
ゝ
や
き
て
曰
く
、
『
旦
那
樣
の
お
つ
れ
は
、
東
京
の
人
が
東
京
に
か
へ
る
に
は
あ
ら
で
、
田
舍
の

人
が
東
京
へ
上
る
や
う
な
り
』
と
。

　
午
後
四
時
頃
、
鋸
山
の
入
口
に
達
し
、
こ
ゝ
に
て
、
佐
々
木
氏
も
、
中
村
氏
も
、
人
力
車
よ
り
下
り
て
徒
歩
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す
。
上
る
こ
と
八
町
に
し
て
、
日
本
寺
に
達
す
。
こ
れ
前
日
余
等
三
人
の
來
り
宿
せ
し
所
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
鹿
野
山

あ
く
る
朝
、
寺
を
辭
し
て
山
を
下
り
、
旅
店
に
つ
い
て
朝
食
し
、
一
同
つ
れ
だ
ち
て
歩
み
ぬ
。
路
は
海
に
沿
ふ
。

金
谷
を
過
ぎ
て
、
竹
岡
に
至
る
ま
で
の
間
、
浪
最
も
あ
ら
し
、
そ
の
巖
に
碎
け
て
散
る
さ
ま
、
甚
だ
壯
觀
也
。

　
湊
川
を
わ
た
り
、
湊
村
よ
り
右
折
し
、
和
合
地
を
經
て
、
鬼
涙
山
を
攀
ぢ
、
終
に
鹿
野
山
に
達
す
。
こ
の
山
、

高
さ
千
五
百
尺
、
こ
れ
が
房
總
第
一
の
高
山
也
。
品
川
よ
り
海
を
へ
だ
て
て
、
總
房
の
方
を
見
わ
た
す
に
、
山

最
も
大
に
し
て
高
く
見
ゆ
る
は
、
即
ち
こ
の
鹿
野
山
也
。
丸
屋
と
い
ふ
に
投
宿
す
。

　
日
く
る
ゝ
に
は
、
ま
だ
程
あ
れ
ば
、
出
で
て
散
歩
す
。
山
頂
は
二
段
に
な
り
て
平
か
に
、
東
西
に
長
し
。
宿

屋
は
上
の
段
に
集
ま
れ
り
。
こ
ゝ
を
上
町
と
稱
す
。
東
に
ゆ
け
ば
、
上
町
の
盡
き
む
と
す
る
處
に
、
宏
壯
な
る

寺
あ
り
。
神
野
寺
と
い
ふ
。
傳
ふ
こ
れ
聖
徳
太
子
の
草
創
に
し
て
、
元
仁
年
間
見
眞
大
師
も
錫
を
こ
ゝ
に
留
め

し
こ
と
あ
り
て
、
自
作
の
肖
像
を
殘
せ
り
と
。
老
杉
し
げ
り
て
、
古
色
一
層
掬
す
べ
し
。

　
一
段
下
れ
ば
農
樵
の
家
あ
り
。
こ
ゝ
を
下
町
と
稱
す
。
こ
ゝ
を
過
ぎ
て
、
な
ほ
東
に
行
き
、
高
峯
を
左
に
見

て
、
右
に
入
れ
ば
芝
生
あ
り
。
其
端
に
立
ち
て
望
め
ば
、
群
山
遠
く
重
な
り
あ
ひ
て
、
其
の
つ
く
る
處
を
知
ら

ず
。
清
澄
山
も
、
そ
の
中
に
あ
る
べ
し
。
こ
ゝ
を
九
十
九
谷
と
稱
す
る
は
、
見
わ
た
さ
る
ゝ
谷
の
多
き
を
さ
す

也
。
一
大
壯
觀
也
。
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高
峯
に
は
、
三
百
級
の
石
磴
あ
り
て
通
じ
、
全
體
に
老
杉
し
げ
る
。
上
に
白
鳥
神
社
あ
り
。
日
本
武
尊
を
祀

る
。
品
川
灣
よ
り
鹿
野
山
を
望
む
に
、
連
亙
せ
る
山
上
に
、
ぴ
よ
こ
ん
と
、
獨
り
つ
き
出
で
て
、
尖
り
て
最
も

高
く
見
ゆ
る
は
、
即
ち
こ
の
白
鳥
神
社
の
あ
る
處
也
。

　
宿
の
座
敷
よ
り
の
眺
望
太
だ
好
し
。
東
京
灣
、
近
く
一
大
明
鏡
を
ひ
ら
き
、
關
八
州
の
野
、
遠
く
蒼
茫
た
り
。

富
士
も
見
ゆ
。
關
八
州
の
山
々
は
、
す
べ
て
、
雙
眸
に
入
る
。
眞
に
天
下
の
壯
觀
也
。

　
旅
の
宿
は
、
今
日
限
り
、
明
日
は
都
門
に
入
ら
む
と
す
。
名
殘
り
に
、
飮
め
や
歌
へ
や
騷
げ
や
と
て
、
興
に

乘
じ
て
夜
の
ふ
く
る
を
知
ら
ざ
り
き
。

　
山
の
低
き
に
も
よ
れ
ど
、
山
上
に
村
あ
り
て
、
旅
館
ま
で
多
き
は
、
他
に
其
比
稀
れ
也
。
眺
望
の
雄
大
な
る

は
、
筑
波
山
と
相
竝
び
て
、
關
東
の
雙
璧
と
云
ふ
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
四
十
二
年
）
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